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【令和元(2019)年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

〇 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

 本研究は、 OH や HO2反応性測定の精度向上等を基に、数値モデルで予測されるオゾンや二次生成

有機エアロゾルの過小評価の原因解明を目指すものである。 

 研究の進捗は順調で、研究計画に設定されていた５項目について、３グループで９つのサブテーマで

実施することにより、着実に研究成果を上げている。特に、HOx 反応性計測装置の精度向上で、エア

ロゾルによる HO2の取り込み係数の観測に成功したことは、研究の進捗に大きな前進をもたらしてい

る。従来の数値モデルによるオキシダントや Secondary Organic Aerosols (SOA)の過小評価の原因を、

３グループの研究成果を統合することで明らかにし、更なる新たな知見を加えたモデル構築により、大

気質の変動予測精度を向上させることで、社会に還元できるアウトカムが生まれることを期待する。 


